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　地球温暖化の問題に理解を深めるとともに、「環境に優しい」ライフスタイル
を目指し、環境に良い取り組みをしている概ね１分以内の動画を広く募集します。
　応募作品は、市公式 YouTube 等で紹介し、ゼロカーボンの普及啓発活動に幅
広く活用します。

●応募資格　　市内在住・在学・在勤の人（個人に限らず、グループでの応募も可）
　　　　　　　※応募時点で 18歳未満の応募者は保護者の同意を得た書面が必要
●応募方法　　①応募フォームに動画ファイルを添付
　　　　　　　②DVD-R を環境政策課に提出（郵送可）
●その他　　　詳細は市ホームページをご覧ください。

公共施設に EV充電器を設置しました！
●問合先　環境政策課さくら・川・環境グループ（☎ 38-5808）

●問合先　環境政策課さくら・川・環境グループ（☎ 38-5808）

　ゼロカーボンシティの実現に向け、次世代自動車の普及を促進するため、市内公
共施設に電気自動車等（EV・PHV）の充電設備を設置しました。ぜひご利用ください。
※利用には、Terra Charge ㈱のアプリ登録が便利です。利用方法は、Terra 
Charge ㈱へ直接問い合わせください。

●設置場所　市役所、地域交流センターくすのきの家、図書館・市民プラザ、
　　　　　　防災コミュニティセンター
●利用料金　１時間あたり 450円（税込）

入賞作品
には賞品も!!

応募期間

午後５時必着
10月１日㈫～12月23日㈪

入賞発表

審査　令和７年１月初旬

ランニングマシンを更新しました

スポーツ振興くじ（toto）助成金

●問合先　生涯学習課スポーツグループ（☎ 38-5819）

　スポーツ振興くじ助成金とは、独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興
くじ（toto）の収益をもとに、地方公共団体等が行うスポーツの振興を目的とする事業に
対して交付されるものです。

●助成金交付決定額（予定額）　ランニングマシン１台 1,291 千円

この看板が目印です▶

令和７年２月初旬

ゼロカーボン推進

ショートムービーコンテストショートムービーコンテスト

アプリなど詳しくは市ホームページ▶

アデリア総合体育文化センタートレーニング室
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「ごみ拾いはスポーツだ！」

スポGOMI大会
inいわくら

　スポGOMI は、ごみ拾いに「スポーツ」のエッセンスを加え、今までの社会奉仕活動を「競技」へと変
換させた日本発祥の全く新しいスポーツです。
　定められたエリアで、制限時間内にチームワークでごみを拾い、ごみの量と質でポイントを競い合います。
入賞者には景品もあります！　奮って参加ください。

●とき　10月 26日㈯午前 9時 30分～正午
（小雨決行）
●ところ　川井児童遊園
●参加資格　どなたでも参加可能です。
・1チーム 3人から 5人で参加ください。
・小学生以下の参加については、チーム内に最低
1人以上の成人が参加してください。

●問合先　環境政策課さくら・川・環境グループ（☎ 38-5808）

年に１度は

●問合先　市民窓口課国保年金グループ (☎ 38-5833）
　　　　　　　　　　医療グループ（☎ 50-0360）

★助成を受けるためには、市民窓口課へ事前の申込が必要です。
　申込後、受診券を交付します。

【後期高齢者医療加入者の人間ドック助成】

【国民健康保険加入者の人間ドック助成】
※コースによって助成金額が異なります。

実質自己負担0円で受診できます。

国民健康保険・後期高齢者医療加入者対象

助成金額 10,000円～18,500円

助成金額 10,000円

40歳以上の人対象

【脳ドック・脳検査助成の内容】
助成金額 13,000円

35歳以上の人対象

※市が実施している特定健診・健康診査（保健センター）を受ける人の助成はできません。
※人間ドックと脳ドックはどちらかしか助成ができません。
※国民健康保険税に未納がある世帯の人、後期高齢者医療保険料に未納がある人は助成できません。
コースの内容、実施医療機関等、詳しくは市ホームページ・岩倉市けん診ガイドを確認してください。

※基本コース（Aコース）のみ

基本コース（Aコース）の場合
実質自己負担０円

カラダの
チェック!

人間ドック・脳ドック費用を助成します

★申込は簡単便利なインターネットで（電話予約可）

後期高齢者医療
保険者
◀申込フォーム

国民健康保険者
◀申込フォーム

※令和7年 3月 31日㈪までの受診

●参加費　無料
●定員　20チーム
（1チームの人数は、3人以上 5人以内）
●申込　10月 16日㈬までに
右記申込フォームまたは申込用紙を提出
●服装　動きやすい服装、運動靴で参加ください。

※令和7年 3月 31日㈪までの受診 ◀申込フォーム

※令和 7年 3月 10日㈪までの受診

◀申込フォーム



広報いわくら　令和6年10月号 8

介護保険事業の運営状況をお知らせします

●
と
き　
11
月
１
日
㈮
〜
４
日
（
月
・
振
休
）

　
　
　
　
※
生
花
展
は
11
月
２
日
㈯
、
３
日
（
日
・
祝
）
の

                

２
日
間
の
み

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　
ア
デ
リ
ア
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

★
内
容

★
第
51
回
美
術
展　
日
本
画
、
洋
画
（
版
画
、
平
面
デ
ザ
イ
ン

を
含
む
）、
書
、
彫
刻
工
芸
、
写
真
、
小
中
学
生
の
部
（
書
写
、

図
画
・
美
術
）
の
作
品
を
展
示
。
ま
た
、
市
内
の
美
術
作
家
の

委
嘱
作
品
も
展
示

★
市
民
展　
市
民
の
皆
さ
ん
や
サ
ー
ク
ル
の
日
ご
ろ
の
活
動
の

成
果
を
発
表
す
る
作
品
展
で
す
。
手
工
芸
、
書
道
、
短
歌
、

俳
句
、
洋
裁
な
ど
の
趣
味
の
作
品
を
展
示

★
生
花
展　
１
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
展
示

★
盆
栽
展　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
前
で
展
示

★
茶
席　
11
月
２
日
㈯
・
３
日
（
日
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
正
午
か
ら
１
時
間
休
憩
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）

市
民
文
化
祭
・
市
民
音
楽
祭

市
民
文
化
祭

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

第
53
回
市
民
音
楽
祭

あ
い
ち
県
民
の
日
連
携
事
業

　
文
化
祭
会
場
で
は
、
文
化
祭
に
協
賛
し
て
、
美
術
展
審
査
委
員
の
有
志
に
よ
る

作
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　　
な
お
、売
上
金
は
額
代
を
除
き
、岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

●
価
格　
額
付
で
、
１
点
に
つ
き
１
万
円

●
申
込
方
法　
展
示
期
間
中
に
、
指
定
用
紙
（
会
場
に
用
意
し
ま
す
）
に
記
入
の

う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

　
市
内
の
音
楽
愛
好
家
ら
が
一
堂
に
会
す
る
演
奏
会
で
す
。
今
回
は
20
団
体
が
出

演
し
ま
す
。
吹
奏
楽
、
合
唱
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）
午
前
10
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ　
ア
デ
リ
ア
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

　
２
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
茶
席
を
開
催
し
ま
す
。
１
席
２
０
０
円
で
、
各
日
３
０
０
席
で

終
了
し
ま
す
。



市政通信

広報いわくら　令和6年10月号9

介護保険事業の運営状況をお知らせします
●問合先　長寿介護課介護保険グループ（☎ 38-5811）

　第 8期介護保険事業計画（令和３年度～令和５年度）の最終年度となる令和５年度の介護保険事業の運営状況につい
てお知らせします。

　要介護（要支援）認定者数は 2,117 人で、
令和 4年度末から 60人増加しました。

　介護保険サービスを利用すると、サービス費用の１～３割を利用者
が負担し、残りを介護給付費としてお支払いしています。（表２）
　介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）は、被保険者が要介護（要
支援）状態となることを予防し、地域において自立した日常生活を営
むことができるよう支援するための事業です。（表３）

　介護保険制度は、介護保険料［65 歳以上の
人（第１号被保険者分）と 40歳～ 64歳の人（第
２号被保険者分）］と、公費（国・愛知県・岩倉市）
の負担により運営されています。
　なお、65 歳以上の人（第１号被保険者）の
保険料収納状況は右表のとおりです。

★要介護（要支援）認定者数 ★介護給付費および介護予防・日常生活支援総合事業費の状況

★介護保険料の収納状況

表１  要介護（要支援）認定者数の推移

令和３年度末 令和４年度末

（グラフ下から）
■要支援 1  ■要支援 2  ■要介護 1  ■要介護 2
■要介護 3  ■要介護 4  ■要介護 5

2,000
1,800
1,600
1,400
1,200
1,000
800
600
400
200
0

（人）
2,117
149
231

225

287

370

387

468

令和３年度 令和４年度 令和５年度
賦課額 710,421,200 円 708,555,800 円 700,938,700 円
収納額 703,600,900 円 701,682,000 円 694,686,000 円
収納率 99.0% 99.0% 99.1%

表4  介護保険料の収納状況（現年分）

2,017
129
239

242

265

332

388

422

2,200

区分 支給額
介護サービス等給付費 2,764,924,825 円
介護予防サービス等給付費 166,637,890 円
高額介護サービス費 81,745,224 円
審査支払手数料 1,906,258 円
特定入所者介護サービス等費 51,485,910 円

合計 3,066,700,107 円

区分 支給額
介護予防・生活支援サービス事業費 92,772,237 円
一般介護予防事業費 2,929,215 円
審査支払手数料 187,339 円

合計 95,888,791 円

表 2　介護給付費の状況（令和 5年度）

表 3　介護予防・日常生活支援総合事業費の状況（令和 5年度）

2,057
147
227
220

279

364

379

441

こども・妊婦のインフルエンザ予防接種費用を
一部助成します

●問合先　健康課保健予防グループ（保健センター内☎ 37-3511）

　インフルエンザの発症および重症化を予防するとともに、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、
10月１日㈫から、こどもと妊婦のインフルエンザ予防接種費用を一部助成します。

●対象　接種日時点で市に住民登録がある、生後 6か月から小学 6年生まで、
　　　　中学 3年生・高校 3年生のこどもおよび妊婦
●助成回数　生後 6か月から小学 6年生まで：年度 2回
　　　　　　中学 3年生・高校 3年生のこどもおよび妊婦：年度 1回
●助成額　　1回上限 1,000 円
●接種期間　10月 1日㈫～令和 7年 1月 31日㈮
※申請方法等、詳しくは右記市ホームページを確認してください。

NEW!

令和 5年度末
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　水道水を安心して飲用していただくために、水道法に基づき、水質検査を実施しています。
　令和５年度の水質検査の結果は、全ての地点で基準を満たしています。

●水質検査の概要　
毎日検査　水道水の色、濁り、消毒の残留効果について、市内の 11カ所の給水栓（蛇口）の水を確認しています。
毎月検査　水道法で定められた一部の水質基準項目について、市内の９カ所の給水栓の水を検査しています。
※水質基準項目によっては、年１回または年４回の検査をする項目があります。
　詳細は、下表のとおりです。水質検査の計画と結果は、市ホームページで確認することができます。

区分 毎月検査項目

検 査 項 目 一般細菌 大腸菌 塩化物
イオン 有機物 ｐＨ値 味 臭気 色度 濁度

基 準 値 等 100集落
/mL 以下

検出され
ないこと

200mg/
L 以下

3mg/L 以
下

5.8 以 上 
8.6 以下

異常でな
いこと

異常でな
いこと 5度以下 2度以下

第１水源 辻田公園 0 不検出 32.8 <0.2 8.1 異常なし 異常なし <0.5 <0.1
第２水源 自然生態園 0 不検出 7.1 0.6 7.2 異常なし 異常なし <0.5 <0.1

第３水源 大市場
児童遊園 0 不検出 8.7 0.5 7.3 異常なし 異常なし <0.5 <0.1

八剱町水源 八剱中
児童遊園 0 不検出 18.0 <0.2 7.1 異常なし 異常なし <0.5 <0.1

東町水源 白山公園 0 不検出 15.8 <0.2 7.1 異常なし 異常なし <0.5 <0.1

野寄町水源 野寄
児童遊園 0 不検出 14.2 <0.2 7.5 異常なし 異常なし <0.5 <0.1

曽野町西水源 第七児童館 0 不検出 20.4 <0.2 7.0 異常なし 異常なし <0.5 <0.1

曽野町東水源 竹林公園 0 不検出 19.8 <0.2 7.1 異常なし 異常なし <0.5 <0.1
岩倉団地
配水場 団地 21棟 0 不検出 19.7 <0.2 7.1 異常なし 異常なし <0.5 <0.1

※＜は、各定量下限値を下回ることを示します。
※全51検査項目の内、毎月行っている検査項目を掲載します。

水　
源　
名

測 

定 

場 

所

（給水栓水年間平均値）

水道水を安心して飲用していただくために
●問合先　上下水道課上水道グループ（☎ 38-5816）

　市では、保有している自己水源のうち最も配水量が
多い岩倉団地配水場の給水栓で、年１回の検査を実施
していましたが、ＰＦＡＳの社会的関心が高まってい
ることもあり、令和６年度は岩倉団地配水場以外の水
源においても検査を実施し、すべての水源の給水栓に
おいて暫定目標値（50ng/L※）を下回りました。詳細は、
市ホームページで確認することができます。
※ ng/L とは、水 1リットルあたり 10 億分の 1グラ
ムの物質が溶解していることを表します。

ＰＦＯＳおよびＰＦＯＡの検査結果
水源名 採水場所 検査結果

（ng)
第 1水源 昭和町：辻田公園 ＜ 5
第 2水源 北島町：自然生態園 ＜ 5
第 3水源 大市場町：大市場児童遊園 ＜ 5
八剱町水源 八剱町：八剱中児童遊園 15
東町水源 東町：白山公園 23
曽野町東水源 曽野町：竹林公園 19
曽野町西水源 曽野町：第七児童館 18
野寄町水源 野寄町：野寄町児童遊園 ＜ 5
岩倉団地配水場 東新町：岩倉団地 21棟 49

詳しくは市ホームページ▶
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が狙われている！

　令和６年上半期（１月～６月）の県内における自動車盗難件数は 425件で、前年と比較して 97件の
増加、市内においても上半期の自動車盗難件数は５件となっています。
　特に、狙われている自動車は海外でも人気のランドクルーザー、アルファード等となっています。

●問合先　協働安全課防災安全グループ（☎ 38-5831）
自動車盗難被害の実態とその対策！！

自動車盗難被害の実態

　自動車に搭載されているネットワークに侵入して、ドアロックを解除したり、エンジンを始動させた
りして盗み出す手口のほか、最近、脅威となっているのが電子機器を使い、自動車から出ている電波と
直接交信してキー情報を読み取り、ドアロックの解除とエンジンを始動させ盗み出す手口など、この種
の犯罪は年々複雑・巧妙化しています。

主な手口

盗難防止対策はひと手間かけて

　盗難防止対策とあわせて駐車場対策も行うことで、さらに二重三重の防犯効果が高まります。
(1) シャッター付き車庫
(2) 防犯カメラ（スマホ連動型）の設置
(3) センサーライトの設置

★防犯対策用品の購入費の一部を補助しています★

(1) 自動車が無いのに、ローンだけが残る。
(2) 車内に残したクレジットカードや運転免許証等が不正に使用される。
(3) 自動車が発見されても、損傷が激しくボロボロでもう乗ることができない
　等々、仕事や日常生活においても重大な支障が生じます。

★ナンバープレート盗難防止ネジ無料取付キャンペーンの開催★
　市では江南警察署と連携して、自動車盗難防止キャンペーンとあわせて、自動車のナンバープレート
盗難防止ネジの無料取り付けを行います。このネジは特殊な構造で、簡単に取り外しができなくなります。
　先着 50台でネジがなくなり次第終了となりますので、お早めにお越しください！
　（輸入車等、一部取り付けができない場合もあります。）

●とき　10月 17日㈭午前 10時～　　　　　　●ところ　アピタパワー岩倉店 3階駐車場

【秋の安全なまちづくり県民運動】10月 11日㈮～ 20日㈰

１

２

３
外付けのハンドル固定装置　ガッチリとタイヤロック

などの物理的に強固な盗難防止対策を行ってください。

４ 駐車場対策

等、さまざまな盗難防犯対策を施しましょう。

５ 自動車盗難によって起こる悲劇の数々

愛車
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●問合先　市民活動支援センター（☎ 37-0257）

●とき　10月 19日㈯、20日㈰午前 10時～午後３時
●ところ　市民プラザ
●参加費　無料
●催し物
・ステージ発表：日頃の練習の成果をステージで発表
・ブース出展：フリーマーケット・手作り品販売・活動
体験・ワークショップ・パソコン＆スマホお困り事相談
など。スペシャル企画わらしべ長者コーナーもあります。
・ゲームdeチャレンジ：誰でも楽しめるゲームとｅゲー
ム（太鼓の達人）に挑戦
・スタンプラリー（小学生以下対象）、お楽しみ抽選会（各日）
・パネル展示：団体の日頃の活動の様子を紹介
・おはなし会（19日㈯午前）、大型紙芝居（20日㈰午前）

住みよいまちづくり講座
みんなが一緒に暮らせるまち

　第２回「視覚障がい者と歩いてみよう」
●問合先　市民活動支援センター（☎ 37-0257）

　障がい者を支援する団体と一緒に共生するまちづくり
を学びます。

●とき　10月 27日㈰午後１時 30分～３時 30分
●ところ　市民プラザ多目的ホール
●参加費　無料
●定員　40人
●内容　視覚障がい者と歩いてみよう
①視覚障がい者の眼の見え方について
②視覚障がい者の日常と困り事紹介
③アイマスク体験（二人一組で視覚障がい者体験）
●講師　ライトサロンいわくら、いわくら音訳の会あめんぼ

定額減税補足給付金（調整給付）の
給付手続きをお忘れなく

●問合先　企画財政課企画政策グループ（☎ 38-5805）

ピンク色の封筒が届いた人は

　定額減税補足給付金（調整給付）の受け取りには手続きが必要です。
　給付金の受け取りに必要な確認書は、７月１日に対象者のみに送付しました（ピンク色封筒）ので、
届いた人は、確認書の内容を確認し、必要事項を記入のうえ、必要書類を添付して提出してください。
　提出された確認書を受け付け、内容を審査した後、順次給付をします。

提出期限 10月31日㈭必着 ※記入漏れや必要書類の添付漏れが多く見受けられます
ので、同封の記入例をご覧のうえ、提出してください。

●定額減税補足給付金（調整給付）事業臨時窓口の設置
市役所２階に臨時窓口を設置しています。ご不明な点等は問い合わせください。
【設置期間】　10月 31日㈭まで（予定）（☎ 22-5224（調整給付専用ダイヤル））

▲詳細は市ホームページ

※期限を過ぎると給付が受けられません。

この封筒が届いた人のみが
対象の給付金です

【市民活動に関する問合先】市民活動支援センター（市民プラザ内☎・FAX 37-0257）
【掲載に関する問合先】協働安全課市民協働グループ（☎ 38-5803）

●まちづくりネットワークの説明ページはこちら→
なにか社会の役に立ちたい、特技を生かしたいと思っ
ている人は、右の二次元コードからご覧ください。

●『メルマガかわらばん』に登録してください。市
民主体のイベント情報を中心にお届けしています。
こちらから空メールを送ってください。→

協働のまちづくりコーナー


